






文部省の在外研究でここ YaleUniversityのM剖 onLaboratoryに来て 8カ月がすぎまし
た.来た当時は英会話の能力の貧困さから，なにがどうなっているのか全然わかりません
でしたが，最近は落ちついて物事に対処できるようになりました.
さて， Yale Universityはアメリカ Conne.cticut州の NewHavenにある私立大学でキャン
パスは NewHavenの中心に位置しています.大学は日本の学部に当たる Ya1eCollege，大
学院の GraduateSchoo1 of Arts ancl Seienees，および 10の Professiona1Schoo1sから構成











て， SUN， HP， IBM， VAX， APPLEなどなど様々です.
2 学内情報処理環境
2.1 Yale University Computing & Information Systems 
Ya1eには Ya1eUniversity Computing & Information Systems (CIS)という長崎大学で
は総合情報処理センターに当たるものが存在します.その役割もよく似ていて，ここで情
報処理，学内ネットワークに関するすべての手続きを行います. CISは現在大きく分けて
3つのシステムを稼働させています.具体的には， Biomecl(VAX-VMS)， Minerva (Unix)， 
Ya1eVM(VMjCMS)の3つのシステムを持っており， UMPG(Mu1ti Protoeo1 Gateway)を
介して， Minervaやその他のシステムのデータベースやアプリケーションを利用すること
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ている情報も Mosaicを使い www.cis.yale.eduから得た内容を元にしています.その Home
pageの画面を図 2に示します.







2.2 Yale Microcomputer Support Center 
C1Sの重要なサービスの一つに Ya1eMicrocomputer Support Center (MCSC)がありま
す.ここでは Persona1Computerの展示，販売，修理，およびソフト，周辺機器の販売な
どを行っています.また， Persona1 Computerに関する質問などにも親切に答えてくれま




















もっと簡単に LANに接続するための方法として， SL1P(Seria1 Line 1nternet Protoω1)接



































図 3 Yale Universityの LAN(一部)
そのサービス料は，通常所属学部から支払われるので，実質的に無料でネットワークを利




現在私がいるところは M剖 onLaboratoryという建物の中の Depart.ment.of Chemical 
Engineeringですので，ここを中心に紹介します.Departmentのにはコンピューター室が
一部屋だけあります.そこには 2台の Macintosh，2台のIBMPC eompatibleマシン (Loeal
Talk用のボードが挿入されています)，レーザープリンタインクジ、エツトカラープリンタ
があり，それぞれLoealTalkでつながっています.この LocalTalk LANはルーターを通し
てEtherNetにつながっています Mac，intoshには MSWorcl， MS EXCEL， NCSA Telnet， 
Mosaicなどが，また， IBM PC compatibleマシンにも MSWorc1， MS EXCELおよび通
信ソフトがインストールされています.これらのコンビュータは Departmentの所有品な
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ので，管理も Departmentが行っていますが，実際に面倒を見ているのは大学院生です.
このコンピュータ室は解放されていて 誰でも自由に利用することが出来ます.学部の学
生は講義で与えられた自分の課題のために，大学院生，ポスドク，教授はメールのチェック，
データ処理，論文の制作などのために使っています.ただ，利用者に対して，コンピュータ
の数が不足気味で，マシンが空くのを待つこともよくあります.しかし，ほとんどの教授
は自分のマシンを持っていますし，大学院生も同様です.したがって，それほど深刻なマ
シン不足ではないようです.教官は講義の内容に関する質問を電子メールで受け取り，回
答するようです.また，研究室のセミナーの予定もすべて電子メールで伝えられます.こ
の点から見ても電子メールを含めた情報処理ネットワークは完全に大学にとけ込んでいる
ように見受けられます.
研究を行う上で必要なものに，文献検索があります.化学の分野ではもっぱら仁;AS(Chem-
ical Abstracts)が有名ですが，前述の Biomed上にアカウントがあれば利用することが出
来ます.また， Yaleは約 10の図書館を持っておりその蔵書は膨大な数に上りますが，す
べて， LAN上のパソコンから検索することができ，その本がどの図書館にあるか，どの書
架にあるか，雑誌の場合は所有している Volume，貸し出し中か否かまで知ることができま
す.図書を探すための無駄な時間を使う必要が無く たいへん重宝しています.
4 さいごに
以上駆け足でYaleの情報処理環境をレポートしてみました.抜けている部分も多々ある
と思いますが，お許しください.取り留めもない私のレポートを最後まで読んでいただい
た方に感謝します.Yaleのある教授に言わせると，ここの情報処理環境はそれほど良くな
く，アメリカでは標準だそうです.なにがどう悪いのかはわかりませんが，前述のように，
建物が古いので，ネットワークの工事は困難を究めるようです.それでも，よくぞここま
でと言うくらい，よく整備されています.ここは近い将来，情報処理環境， LAN環境の整
備を行うそうです.その頃また 僕じゃない誰かがそのレポートを書いてくれることと思
います.
この記事は SoloWriterを使い Macintosh上で書きました.このファイルは圧縮したあと
BinHexで変換して電子メールにくっつけて送ります.ネットワーク様様ですね.
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